
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
は
、
４
日
（
火
）
か
ら

日
（
金
）
ま
で
開
か
れ

21ま
す
。

上
程
さ
れ
る
当
局
提
案

の
議
案
は
、
令
和
６
年
度

に
繰
り
越
し
た
繰
越
計
算

書
の
報
告
４
件
、
最
終
的

な
市
債
発
行
額
の
確
定
に

伴
う
専
決
処
分
の
承
認
１

件
、
補
正
予
算
３
件
、
条

例
５
件
、
事
件
３
件
の
計

件
で
す
。

16
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
５
億
２
４
４
３

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
５
４
億
４
６
１
４

万
３
千
円
と
し
ま
す

強
い
農
業
産
地
づ
く
り

に
９
８
１
５
万
円

主
な
事
業
は
、

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
事
業
９
４
０
万
円
は
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
（
宝
く
じ
）

決
定
に
伴
う
遊
具
、
備
品

整
備
等
に
係
る
補
助
金

で
、
古
郡
（
遊
具
）
２
１

０
万
円
、
宝
徳
（
エ
ア
コ

ン
）
２
５
０
万
円
、
下
山

添
（
獅
子
舞
衣
裳
）
２
３

０
万
円
、
五
十
川
（
エ
ア

コ
ン
、
テ
ー
ブ
ル
）
２
５

０
万
円
が
助
成
さ
れ
ま

す
。

○
児
童
福
祉
総
務
管
理
費

１
０
０
６
万
１
千
円
は
、

月
か
ら
の
児
童
手
当
制

10度
改
正
に
係
る
シ
ス
テ
ム

改
修
経
費
等
で
す

○
民
間
保
育
所
等
へ
の
各

種
補
助
事
業
１
６
５
万
円

は
、
施
設
の
扉
や
目
隠
し

等
の
性
被
害
防
止
対
策
設

備
等
の
設
置
に
係
る
補
助

金
で
す
。

１
施
設

万
円
を
対
象

10

に
７
万
円
を
補
助
し
ま
す

（
う
ち
交
付
金
５
万
円
）
。

○
予
防
接
種
事
業
３
億
１

８
４
２
万
９
千
円
は
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
等
に
係

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
経

費
で
す
。

接
種
費
用
１
万
５
３
０

０
円
に
対
し
、
国
８
３
０

０
円
、
市
単
独
３
５
０
０

円
～
７
０
０
０
円
を
助
成

し
ま
す
。

一
般
の
人
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
つ
る
お
か
農
業
経
営
体

支
援
事
業
２
３
６
９
万
７

千
円
は
、
国
の
農
地
利
用

効
率
化
等
支
援
事
業
補
助

金
で
す
。

○
強
い
農
業
産
地
づ
く
り

支
援
事
業
９
８
１
５
万
９

千
円
は
、

①
国
の
産
地
生
産
基
盤

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助

金
６
５
６
万
７
千
円
、

②
国
の
麦
・
大
豆
生
産

技
術
向
上
事
業
補
助
金
２

９
７
万
８
千
円
、

③
県
の
魅
力
あ
る
園
芸

や
ま
が
た
所
得
向
上
支
援

事
業
補
助
金
８
８
６
１
万

４
千
円
で
す
。

○
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
６
８
０

万
円
は
、
県
営
水
利
施
設

等
整
備
事
業
（
月
山
山
麓

地
区
）
に
係
る
実
施
計
画

策
定
業
務
委
託
料
で
す
。

○
観
光
地
美
化
整
備
事
業

１
０
５
０
万
円
は
、
国
の

自
然
環
境
整
備
交
付
金
に

よ
る
月
山
九
合
目
公
衆
ト

イ
レ
の
改
修
経
費
で
す
。

○
地
域
防
災
対
策
事
業
４

６
０
万
円
は
、
（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助

成
決
定
に
伴
う
防
災
備
品

整
備
に
係
る
補
助
金
で

す
。

○
市
単
独
災
害
復
旧
事
業

３
５
０
０
万
円
は
、
５
月

日
に
発
生
し
た
宝
谷
地

16区
の
市
道
「
宮
の
下
宝
谷

線
」
の
法
面
崩
落
に
係
る

復
旧
経
費
で
す
。

○
債
務
負
担
行
為
は
、
学

校
給
食
調
理
、
配
送
等
業

務
委
託
契
１
件
を
追
加
し

ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
２
０
６
３
万
１
千
円

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体

化
に
向
け
た
シ
ス

テ
ム
改
修
経
費
で

す
。

○
下
水
道
事
業
会

計
１
７
０
０
万
円

は
、
国
の
補
助
事

業
の
採
択
に
伴
う

コ
ン
ポ
ス
ト
ペ
レ

ッ
ト
化
の
実
証
事

業
経
費
で
す
。

ಧ
Ž
Ɯ
ώ
ƚ
ࡷ
۔
Ԍ
ơ
ۍ
գ
֩
Ơ
಑

▽
５
月

日
、
県
漁
港
漁
場
協
会
通
常

21

総
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
、
議
事
を
拝

聴
し
、
出
席
者
と
意
見
交
換
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
県
内
水
産
業
（
海
面
漁
業
）

の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

産
出
額
・
就
業
者
の
縮
小

▽
１
９
８
５
年
に

億
８
千
万
円
だ
っ

58

た
本
県
の
漁
業
産
出
額
が
、
２
０
２
１

年
に
は
７
割
減
の

億
４
千
万
円
に
、

17

漁
業
就
業
者
は
２
０
０
３
年
か
ら
の
15

年
間
で
７
７
８
人
か
ら
３
６
８
人
と
半

分
以
下
に
急
減
。
関
係
者
の
苦
境
に
胸

が
痛
み
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加
え
、
昨
年
は

サ
ケ
が
６
割
減
、
ハ
タ
ハ
タ
が
９
割
減

な
ど
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
水
揚
げ

量
減
少
等
も
要
因
の
１
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
水
産
業
の
長
期
的
衰
退
は
農
業

同
様
全
国
的
な
状
況
で
あ
り
、
食
料
自

給
放
棄
の
歴
代
自
民
党
政
府
の
経
済
・

水
産
政
策
の
結
果
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

▽
県
は
、
栽
培
漁
業
や
資
源
管
理
型
漁

業
、
フ
グ
・
カ
ニ
・
サ
ワ
ラ
な
ど
の
よ

う
な
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
低
利
用
魚
の
加

工
等
の
推
進
を
図
る
様
々
な
施
策
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
の

新
規
独
立
漁
業
者
に
対
す
る
所
得
保
障

等
は
貴
重
で
す
。
本
来
は
国
の
責
任
で

お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
事
業
で
す
。

水
産
業
振
興
の
意
義
は
大

▽
水
産
業
は
、
本
県
の
豊
か
な
食
文
化

の
土
台
で
あ
る
と
共
に
、
美
し
い
生
み

を
守
り
育
て
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま

す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
マ
グ
ロ
の
漁
獲

割
り
当
て
で
沿
岸
漁
業
よ
り
大
手
企
業

の
大
型
巻
き
網
船
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

問
題
や
、
人
材
育
成
に
無
く
て
は
な
ら

な
い
加
茂
水
産
高
校
の
実
習
設
備
の
更

新
等
々
、
関
連
施
策
を
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
水
産
業
を
本
県
の
宝
と
位

置
づ
け
て
今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

（
県
議

関

徹
）

NO.２３９７
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５月２５日午前、横浜市の保育園と庄内産

直センターが藤島地域八色木で田植え交

流会を開催しました（記事２面）



サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
が

鶴
岡
市
に
も
た
ら
す
効
果

等
に
つ
い
て
、
山
形
銀
行

等
に
よ
る
調
査
分
析
の
概

要
が

日
、
市
の
Ｈ
Ｐ
に

27

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
面
で
の
効
果
は
、

先
端
研
や
８
社
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
雇
用
が
、
２

０
２
２
年
度
で
５
８
９

人
、
う
ち
市
内
在
住
者
は

４
７
３
人
の
雇
用
を
創

出
。若

年
層
の
転
入
超
過

で
、

～

歳
の
層
の
人

25

34

口
移
動
が
一
貫
し
て
純

増
。経

済
面
で
の
経
済
波
及

効
果
は
、
２
０
１
９
～
21

年
度
の
年
間
平
均
で
は
、

億
６
０
０
万
円
。

41
需
要
と
し
て
、
①
事
業

活
動
に
よ
る
物
的
経
費
、

②
従
業
者
・
教
職
員
・
学

生
の
消
費
、
③
施
設
整
備

費
、
④
訪
問
者
の
消
費
の

４
つ
を
想
定
。

前
回
の
５
年
前
（

年
18

度
）の
経
済
波
及
効
果
（
30

億
７
７
０
０
万
円
）
と
比

べ
、

億
２
９
０
０
万
円

10

の
増
加
。

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は

ま
だ
「
発
展
段
階
」
で
、

「
成
熟
段
階
」
に
移
行
す

る
過
程
で
経
済
波
及
効
果

が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ

る
。更

な
る
ク
ラ
ス
タ
ー
成

長
の
た
め
、
一
貫
し
た
支

援
体
制
の
構
築

・
県
内
外
企
業

や
ク
ラ
ス
タ
ー

と
の
連
携
強
化

を
図
る
べ
く
、

安
定
的
な
先
端

研
の
研
究
教
育

活
動
に
対
す
る

継
続
支
援
、
並

び
に
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
面
の
継

続
的
な
支
援
が

求
め
ら
れ
る
。
ー
と
報
告

し
て
い
ま
す
。

「
消
滅
可
能
性
自
治

体
」
反
転
さ
せ
る
効
果

あ
る
か

先
端
研
開
設
（
２
０
０

１
年
）
か
ら
現
在
ま
で
の

支
援
は
、

①
開
設
の
た
め
の
施
設

整
備
に
県

・
７
億
円
、

28

市
５
・
１
億
円
、
町
村
１

・
７
億
円
の
計

・
５
億

35

円
、②

基
金
造
成
に
県

・
19

３
億
円
、
市

・
７
億
円

15

の
計

億
円
、

35
③
研
究
教
育
補
助
金

（
第
１
期
～
５
期
合
計
）

に
県

・
４
億
円
、
市

70

65

・
９
億
円
の
計
１
３
６
・

３
億
円
、

合
計
す
る
と
２
０
６
・

８
億
円
と
、
多
額
の
投
資

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

先
端
研
に
は
今
後
も
毎

年
、
県
３
・
５
億
円
と
市

３
・
５
億
円
の
補
助
金
を

支
出
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
現

在
約
１
５
０
人
で
、
う
ち

約
１
２
０
人
が
庄
内
地
方

に
在
住
し
て
い
ま
す
（
ス

タ
ッ
フ
１
人
当
た
り
約
４

６
７
万
円
の
投
資
に
相

当
）。

人
口
戦
略
会
議
の
公
表

（
４
／

）
で
は
、
鶴
岡

24

市
は
、
若
年
女
性
人
口
が

年
ま
で
の

年
間
で

50

30

50

％
以
上
減
少
す
る
「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」
に
該
当

し
て
い
ま
す
。

見
通
し
は
、
前
回
比
較

で
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
て
い
ま
す
が
、
「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」
を
反
転

さ
せ
る
ま
で
、
サ
イ
エ
ン

ス
パ
ー
ク
が
現
実
に
効
果

を
生
み
出
す
か
は
疑
問
符

で
す
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月23日入札分

・外内島高坂白山線ほか１路線調査測量及び道路詳細設計業務（高坂地内）（入札9業者）
(有)佐藤測量設計事務所 9,300,000円（9,640,000円）期間～11/26（落札率96.47％）
・市道三和町遠賀原線(深井戸12号井)消雪施設調査業務（千石町地内）（入札5業者）
日本地下水開発(株) 3,380,000円（3,556,000円）期間～10/31（落札率95.05％）
・令和６年度区画線設置工事（鶴岡市本所・藤島・羽黒管内）（入札4業者）
鶴岡交安(有) 9,600,000円（9,910,000円）工期～8/30（落札率96.87％）

共産党市議団の６月議会質問予定

鶴岡市ＨＰからネットでも視聴できます

※開会時刻は10：00です。

６月４日(火)総括質問

■長谷川剛議員

①防災について

②荘内看護専門学校について

③観光について

④経済について

６月６日(木)一般質問（10:00頃予定）

■菅井巌議員

①公文書管理について

②終活支援について

③松くい虫被害の対応について

■坂本昌栄議員

①高齢者施設等での

マイナンバーカードの管理及び保険

の廃止に伴う対応について

②地域包括支援センターについて

③都市計画道路苗津大山線の道路改

良について

■加藤鉱一議員

①藤島地域の小中一貫教育について

②旧町村の開発事業について

■長谷川剛議員

①不登校児童生徒への支援について

る
旅
」
で
す
。

月
山
ネ
ー
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
の
散
策
な
ど
で
、

米
が
育
つ
庄
内
の
自
然
環

境
を
丸
ご
と
体
験
し
て
も

ら
い
、
農
業
と
保
育
と
の

対
話
と
交
流
を
通
じ
て
、

「
食
と
命
」
を
つ
な
ぐ
取

組
み
で
、
保
育
園
の
父
母

ら
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
て
い

ま
す
。

田
植
え
交
流
会
は
６
月

１
日
～
２
日
に
、
他
の
横

浜
の
２
つ
の
保
育
園
が
来

訪
し
、
朝
日
地
域
大
網
で

行
わ
れ
ま
す
。

農
事
組
合
法
人
庄
内
産

直
セ
ン
タ
ー
（
小
林
隆
範

組
合
長
理
事
）
と
、
米
産

直
で
つ
な
が
る
横
浜
の
保

育
園
と
の

回
目
の
田
植

26

え
交
流
会
が

日
、
藤
島

25

地
域
八
色
木
の
石
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